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「何を，どのように学ぶか」を見通せるようにする

単元構成の工夫・改善

～「学びの地図」に基づいた保健体育の単元デザイン～

朝 倉 潤

Ⅰ はじめに

次期学習指導要領は，道徳の特別教科化にみるように，学校教育が対応すべき新たな課題が提示された。

さらに，全ての教科等において育成を目指す資質・能力が「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学

びに向かう力，人間性等」の 3点から示された。次期学習指導要領における保健体育での試みは，他教科や
学校教育全体で共有・評価されることにより，より適切なカリキュラムの設定を可能にすると考えられる。

また，2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを控え，次期学習指導要領は，スポーツの多様性や
可能性にも期待できるものが数多くある，と示していると考えられる。

今後は，こうした変化に追従するだけではなく，多角的な視点から検討することがますます求めれるよう

になるであろう。そして，2020 年以降の次期学習指導要領の完全実施に向けて，新しい教育課程編成への
対応が，より一層学校現場に問われてくることになると思われる。

Ⅱ 研究の経過

国立教育政策研究所の教育課程研究での指定を受けた平成 21年度及び平成 22年度，研究成果として，「単
元計画を構造化しその構造図を改善・更新することで，発達や学習段階に応じて指導内容を整理することが

でき，より明確な指導ができるようになる。」ということが示された。改善・更新された単元計画に従い学

習を進めることにより，生徒が授業で使用する学習ノートへの記述が具体例を挙げられるようになっていた

り，班やグループでの話し合いも積極的に行っていることが観察により見て取れた。このことは，平成 22
年度までの本校保健体育科の研究主題である「自ら活動する喜びを味わうことのできる保健体育学習」につ

ながっていたと考えられる。

平成 23年度は，学習指導要領に基づく取組で特に評価に着目し，「保健体育の力を伸ばす学習評価の在り
方～パフォーマンス評価の充実～」という研究主題のもと実践研究に取り組んだ。その結果，ある運動にお

いてパフォーマンス課題を与え，その課題に対する技能習得が初歩的な段階である時には，形成的評価を積

み重ねていくことは有効な手段であるということが分かった。また，パフォーマンス課題を与えられた運動

を分析することは，その運動を見る際の視点が定まり，生徒がその運動の特性を理解しやすいと感じること

ができるということも成果として示された。

平成 24年度は，言語活動を重視した学習指導に重きを置きながら，「知識を活用させ，思考力・判断力を
育む学習指導の工夫」という研究主題のもと実践を積み重ねた。成果としては，体育の授業だけではなく，

体育理論や保健で得た知識（例えば教科語彙）を用いて学習カードに記入させる等の指導方法は，知識を活

用するような体育科での言語活動の一つとなり得ることが分かった。さらに，「種目の特性に関する教科語
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彙」は，活用の仕方によって体育科での思考力・判断力を育む一つの手段となることも示された。

平成 25年度は，「体育的学力の確かな定着を図る体育授業を目指して」という研究主題のもとＩＣＴ機器
を活用しながら実践を積み重ねた。その結果，次の二つの成果が得られた。一つは，「体育的学力を高める

上で，思考・判断の根拠となるものを見えるようにすることは，有効な手段となり得ることが分かったこと」

である。もう一つは，「体育的学力を高める上で，ＩＣＴ機器を用いた授業は，有効な手段となり得ること

が分かったこと」である。

平成 26年度は，先述した通り，「体育的学力の確かな定着を図る体育授業を目指してⅡ」という研究主題
のもとＩＣＴ機器の活用を継続しながら実践を積み重ねた。その結果，次のような結果が得られた。それは，

「主体的な学習における思考力・実践力の育成に努めることにより，仲間との豊かな関わり合いが生まれ，

『課題設定⇒課題追求⇒評価（振返り）』という一連の学習活動が促されるということ」である。

平成 27年度は，「アクティブ・ラーニングによる保健体育の学力の定着を目指して」という研究主題のも
と実践を積み重ねた。結果を総じると，「アクティブ・ラーニングは，生徒の学習意欲を引き出し，生徒を

主体的に学習させる上で有効な学習方法だといえる。しかしながら，アクティブ・ラーニングにより，保健

体育学習への深いアプローチがなされるのか，また，アクティブ・ラーニングにより保健体育の学力を身に

付けることができるのか，という二つの点については，平成 27 年度の実践結果からは導き出せなかった。
平成 28年度については，「次期学習指導要領での各教科の方向性【中学校保健体育科】～「体育・保健体

育，健康・安全ワーキンググループにおける審議の取りまとめ～」等を読み深めること等をして研鑽に努め

た。

Ⅲ 本年度の研究

１． 研究主題及び研究副主題について

早稲田大学特任教授水原克つ敏氏の「中教審答申では，学習指導要領が『子供たちと教職員に向けて教育

内容を定める』という全国的な基準設定という役割だけでなく，『学びの地図』であることも強調している。

その説明では，『様々な立場から子供や学校に関わる全ての大人が幅広く共有し活用することによって，生

涯にわたる学習とのつながりを見通しながら，子供たちの多様で質の高い学びを引き出すことができるよう，

子供たちが身に付ける資質・能力や学ぶ内容など，学校教育における学習の全体像がわかりやすく見渡せる

学びの地図』としての役割が期待されている。しかし，学習指導要領が『学びの地図』になるには，一人一

人の主体的で選択的な学びが可能とならなければいけない。」1）という考えに基づき，本科では，「『何を，

どのように学ぶか』が見通せるようにする単元構成の工夫・改善」という研究主題を設定した。

本校保健体育科の「『何を，どのように学ぶか』が見通せるようにする単元構成の工夫・改善」という研

究主題に迫るためには『学びの地図』の描写が不可欠であると考え，研究副主題を「『学びの地図』に基づ

いた保健体育の単元デザイン」とした。

２． 本科における「年間単元配列シート」・「資質・能力シート」・「単元デザインシート」の開発ついて

『学びの地図』の構築を目指し，本校では，各教科で共通した「年間単元配列シート」・「資質・能力シ

ート」・「単元デザインシート」を作成した。次にその一部抜粋したものを掲載する。
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第１学年 第２学年 第３学年

月 体育分野 保健分野 月 体育分野 保健分野 月 体育分野 保健分野

OR OR OR
４ 体つくり運動 ４ 体つくり運動 ４ 体つくり運動

陸上競技 心 身の機能 陸上競技 健康と 陸上競技 健 康 な 生

５ 球技 の発達と ５ 球技 環境 ５ 球技 活 と 病 気

ベースボール型 心の健康 ゴール型 ゴール型 の予防

＜年間単元配列シートより一部抜粋＞

各教科において育成を目指 情報活用能力 市民として求められる

す 資質・能力

資質・能力

・運動の特性に応じた行い

方や運動の知識（技能の名

知 称・行い方・特性・成り立

識 ち・運動観察方法）

・ ・運動の特性や魅力に応じ

技 た基本的な技能（知識を踏

能 まえて、基本的な運動の技

能として発揮したり、身体

表現したりする）

思考力 ・自己の課題に応じ運動の ・社会の諸課題の解決に向

判断力 取組方を工夫できる思考力 け協働的に追究し、根拠を

表現力 ・判断力・表現力（練習方 もって主張するなどして合

等 法・自己や仲間を見付ける 意を形成する力

・スポーツとの様々な関わ

り）

＜資質・能力シートより一部抜粋＞

(a)(b)(c) ３つの柱 具体的な資質・能力 評 価 時 数

（a） 知識・技能 運動の特性に応じた行い方や知識 1 2 3

（a） 知識・技能 運動の特性や魅力に応じた基本的な技能 2 3

（a） 思考力・表現力・判断力等 自己の課題に応じ運動の取組方を工夫できる思考力・判断力・表現力 4 5 6

（a） 学びに向かう力・人間性等 生涯にわたって運動に親しみ、明るく豊かな生活を営む態度 7 8 9 10

（c） 思考力・表現力・判断力等 社会の諸課題の解決に向け協働的に追究し、根拠をもって主張するなどして合意を形成する 7 8 9 10

力

時数 学習方法・学習内容 探求の課程 評 価 方 法

試しのゲーム

１ ゴール型球技（バスケットボー 整理・分析 学 習 ノ ー ト

ル）の特性や魅力を振り返る
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＜単元デザインシートより一部抜粋＞

Ⅳ 教科研究仮説

新しい時代のボールゲームについて，東京学芸大学副学長松田恵示氏は次のように述べている。「子ども

の『必然性』のスタートは，当該の『ボールゲーム』そのものが持っている特性や魅力＝『その運動特有の

面白さ』にあり，それをスタートにした『必然性』の連鎖の中に，身に付けさせるべき内容が，子ども自身

の『めあて』として持たなければならない。（中略）このような特性や魅力に『今ある力でまずやってみる』

ことを工夫されたゲームを通して夢中になったり，そこから『どうしたら？』というゲームの課題を発見し

課題解決に取り組む，『主体的』「対話的」な学びが展開され，そしてそれが『生き抜く資質』を育むほど

の力を『深い学び』として身につけていくのではないか」６）と述べている。これらのことからすると，単元

全体を通し『今ある力で，球技の魅力や特性に触れていく』が大切であり，そのようなこの様な教育活動が

なされる時にこそ，本校の本年度の研究主題である「何を，どのように学ぶかが見通せるような単元構成の

工夫・改善」に迫れるのではないかと考える。

以上のことを踏まえて，本年度は次のような研究仮説を設定し，研究を進めることとした。

Ⅴ 研究仮説に基づく実践例

１． 単元 「球 技」 ＜ゴール型＞ （バスケットボール・中学３年生）

球技＜ゴール型＞では，「ボール操作」と「ボールを持たない時の動き」が重視されている。特にバスケ

ットボールは，攻撃側のボール操作技術がシュートの成功率に大きな影響を与える。また，守備側としては，

守るべきゴール近辺で相手にボールを持たせないようにすることが大切であると考えられる。さらに，バス

ケットボールの競技特性とも言える「攻防の切り替えの速さ」も大切な学習内容だと考えられる。これらの

ことを身に付けさせるためには，思考力・判断力を重視した学習指導を行わなければならないと考える。

２． 単元計画の構造図を改善・更新することについて

国立教育政策研究所教育課程研究センターの研究指定を受けていた平成 21年度及び平成 22年度の本科の
研究の課題は，『「単元計画の構造図」を改善・更新し続けること』であった。さらに今年度，本校で全教

科共通して行っている『単元デザインシート』の開発から見えてきたことを反映すべく，今年度もまず，単

元計画の構造図を改善・更新することから着手した。単元計画の構造図を改善・更新していくことは，生徒

の実態に応じて指導方法を考える面からもとても大切であると考えられる。また，その単元に入る前に教師

が指導内容の体系化を図る上でも有意義だと考えられる。

次に今年度の球技・ゴール型＜中学３年生バスケットボールボール＞の単元計画の構造図を掲載する。

【教科研究仮説】

『今ある力』で運動の魅力や特性に触れることで，

単元全体で何を学ぶかが見通せるようになる。
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【球技（ゴール型）の単元計画の構造図】
① 単元名 中学校第３学年 球技（ゴール型：バスケットボール）

②指導内容の概要 ③ 学習指導要領の内容 ④ 学習指導要領解説の記載内容 ⑤ 授業のポイント

（生徒への発問や声かけの仕方等）

第３学年では， １ (1)勝敗を競う楽しさや喜び 「ボールの操作」とは，ゴールの枠内に安定してシュートを打ったり，見方が操作しやすいパスを送ったり，相手から奪 ・攻撃の際にはノーマークならばシュートを常

作戦に応じた を味わい，作戦に応じた われず次のプレイがしやすいようにボールをキープしたりすることである。 に心がけよう。

ボール操作で 技 技能で仲間と連携した動き ＜例示＞ ・パスは腕の力だけでなく一緒に足を踏み出し

仲間と連携し 能 でゲームが展開できるよう ・守備者が守りにくいタイミングでシュートを打つこと。 ながら行うようにしよう。

てゲームが展 にする。 ・ゴールの枠内にシュートをコントロールすること。 ・パスはレシーバーのいる位置ではなく、その

開できるよう ・ゴール型では，安定し ・見方が操作しやすいパスを送ること。 レシーバーが動こうとしている空間に出そう。

にする。 たボール操作と空間を作り ・守備者とボールの間に自分の体を入れてボールをキープすること。 ・空いているスペースに動いてパスをもらお

出す動きによってゴール前 「空間を作り出すなどの動き」とは，攻撃の際は，見方から離れる動きや人のいない場所に移動する動きを示している。 う。

攻への進入などから攻防を また，守備の際は,相手の動きに対して,相手をマークして守る動きと所定の空間をカバーして守る動きの事である。 ・守備の際には，「ボール・自分・ゴール」と

展開すること。 ＜例示＞・パスを出した後に次のパスを受ける動きをすること。 いう位置関係を常に意識しよう。

・ゴール前に広い空間を作り出すために,守備者を引きつけてゴールから離れること。

・ボール保持者が進行できる空間を作り出すために,進行方向から離れること。

２ (2)球技に自主的に取り組む ・相手を尊重するといったフェアなプレイを大切にしようとする。 ・審判の判定には必ず従い、フェアな態度でプ

とともに，フェアなプレイ ・互いに合意した役割に,責任をもって自主的に取り組もうとする。 レイしよう。

態 を大切にしようとすること，・自己の意見を述べたり,相手の話を聞いたりするなど,チームの話合いに責任をもってかかわろうとする。 ・準備や後片づけ、分担した役割をきちんと果

度 自己の責任を果たそうとす ・練習の際,互いに練習相手になったり,仲間に助言したりして取り組もうとすること。 たし、効率良く活動を進めよう。

ること，作戦などについて ・健康を維持したり自己や仲間の安全を確保したりすること。 ・作戦などの話し合いでは、それぞれの考えを

の話合いに貢献しようとす 伝え合うことを大切にしよう。

ることなどや，健康・安全 ・見学であっても、仲間に助言したり、授業レ

確保することができるよう ポートを作成する等して授業に参加しよう。

にする。 ・互いに気を配り、全員の安全を確保しよう。

３ (3) 技術の名称や行い方， 〔知識〕 ・体育理論で学習したゴール型球技の楽しさと

体力の高め方､運動観察の方 ・「技能の名称や行い方」 は何だったかな？

知 法などを理解し，自己の課 ・バスケットボールの歴史的経過はどうなって

識 題に応じた運動の取り組み ・「体力の高め方」 いましたか？

、 方を工夫できるようにする。 ・バスケットボールに用いられる技術の名称と

思 ・「運動観察の方法」 そのポイントを挙げてみよう。

考 ・バスケットボールを続けると、どのような体

･ 力要素が高まると思いますか？

判 ・ゲーム状況に応じた主審や線審のジェスチャ

断 ーには、どんなものがありましたか？

〔思考・判断〕 ・ゲームで皆が楽しめるような適切なグルーピ

・「自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫」 ング方法を話し合ってみよう。

＜例示＞ ・ゲームで皆が楽しめるような特別ルールを設

・提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦術を選ぶこと。 定してみよう。

・仲間に対して,技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘すること。 ・チームの課題を解決するための練習方法を考

・作戦などの話合いの場面で,合意を形成するための適切なかかわり方を見付けること。 えてみよう。

・健康や安全を確保するために,体調に応じて適切な練習方法を選ぶこと。 ・危険な学習場面を思い出し、その解決策を考

・球技を継続して楽しむための自己に適したかかわり方を見付けること。 えてみよう。

⑥ 内容の取扱い オ 「Ｅ球技」の( 1 )の運動については，第１学年及び第２学年においては，アからウまでをすべての生徒に履修させること。第３学年においては，アからウまでの中から二を選択して履修できる

ようにすること。また，アについては，バスケットボール，ハンドボール，サッカーの中から，イについては，バレーボール，卓球，テニス，バドミントンの中から，ウについては，ソフトボールを

適宜取り上げることとし，地域や学校の実態に応じて，その他の運動についても履修させることができること。なお，ウの実施に当たり，十分な広さの運動場の確保が難しい場合は指導方法を工夫し

て行うこと。

単元計画

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

評価規準例

運動の技能（～ができる）

・ゴール方向に守備者がいない位置でシュートすることができる。

・マークされていない味方にパスを出すことができる。

・得点しやすい空間にいる味方にパスを出すことができる。

・パスやドリブルなどでボールをキープすることができる。

・ボールとゴールが同時に見える場所に立つことができる。

・パスを受けるために，ゴール前の空いている場所に動くことができる。

・ボールを持っている相手をマークすることができる。

主に

観察

による

評価

部分

関心･意欲･態度（～しようとしている）

・ゲームのルールやマナーを守り，フェアにプレイしようとしている。

主に ・準備や後片付け、記録や審判など分担した役割に積極的に取り組もうとしている。

学習 ・チームの話し合いに積極的に参加しようとしている。

カード ・仲間の学習を援助しようとしている。

による ・自他の健康や安全に気を配ろうとしている。

評価 知識･理解（言ったり書き出したりしている、具体例を挙げている）

部分 ・個人やチームの能力に応じた作戦を立て，集団対集団，個人対個人で得失点をめ

ぐる攻防を展開し，勝敗を競う楽しさや喜びを味わうことのできる運動であるこ

とについて，言ったり書きだしたりしている。

思考･判断（～している）

・ボール操作やボールを持たないときの動きなどの技術を身につけるための運動の

行い方のポイントを見付けている。

・自己やチームの課題を見付けている。

・自己やチームの課題に応じた練習方法を選んでいる。

・仲間と協力する場面で，分担した役割に応じた協力の仕方を見付けている。

・練習や試合で、安全に留意した適切な行動を選んでいる。

Ｏ Ｒ
・

試しの
ゲーム

ルーティンドリル（ドリブルシュート・ゴール下シュート練習）

リーグ戦

学習まとめ

守備者がいない位置でのシュート

フリーの味方へのパス 得点しやすい味方へのパス

パスやドリブルによるボールキープ

マンツーマンの攻防・ゾーンの攻防

人や場所を守ること ゴール前の攻防

フェアなプレイを守ること

道具の準備や後片付け、分担した役割等を守ろうとすること

仲間の学習を援助する

自他の健闘を称えようとする

話合いに積極的に
参加しようとする

健康・安全に気を配ること

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
特
性
や
歴
史
が
言
え
る

学習した技能のポイントが言えること

ルールや反則名等が言えること
主審や副審の
審判法につい
て言えること

適切なチーム作り方法が言えること

タスクゲームで思考、判断すること 自己やチームの課題を見付け、その解決方法
が言えること

安全上の留意点を他の練習場面や試合場面に当てはめること

タスクゲーム（簡易ルールでの勝ち残りゲーム）
メインゲーム（ルール面変更ゲーム，技能面変更ゲーム）
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３． 実践の本時案

○学習活動 ○教師のかかわりと◆留意点 ○評価規準と（評価方法）

○ 集合・整列・挨拶をする。

○ ボールを使いＷ－ＵＰを行う。◆ 教え合うことを重視させる。

○ タスクゲーム（勝ち残り式ゲ ○ 簡易な特別ルールで行わせる。

ーム）を行う。 ◆ 単元を通し，バスケットを楽しむこ

○ 本時の目標を理解する。 と自体がねらいであることを確認さ

せる。

今の自分達の力でバスケットボールを楽しむにはどうするか（ルール面・技能面から検討する）

○ 前時までの学習や本時のタス

クゲームを振り返り，「ルール

面・技能面」について Google
Form上の質問に答え送信する。

○ 送信された学級全体の結果を ◆ Google Formによるリアルタイムな
分析する。 結果を大切に捉えさせる。

○ タスクゲーム（勝ち残り式ゲ ◆ 個人から小集団，小集団から大集団

ーム）を振り返り，ルール面 となるにつれて，合意形成していく

技能面の両視点から，メイン 事の難しさと大切さを理解させる。

ゲームをさらに楽しむために

はどうすべきかを班および学

級全体で検討する。 【リングに取り付けた補助器具】

○ 検討されたメインゲームで勝 ○ 球技において，真剣に勝利を目指す

つために，何をすべきかを班 ことこそが球技を楽しむことにつな

ごとに考えさせる。 がることを理解させる。

○ 班ごとにスクリメージを行う。

○ メインゲームを行う。

○ タスクゲーム（勝ち残り式ゲ

ーム）とメインゲームにおけ

る「楽しさの違い」を各自で

振り返り，分析結果を Google
Formで送信する。 ○ 「今の自分達の力でバ

○ 「リーグ戦でさらに楽しむた スケットをさらに楽し

めの考え」を『教科語彙』を むにはどうするか」と

参考に各自で考え，Google いうことを考えられ

Formで送信する。 る。

○ 送信された学級全員の「リー ○ 勝敗結果や性別等を含めたチーム構 【評価（Google Form
グ戦でさらに楽しむための考 成の在り方，競技経験の有無等に関 の送信結果）】

え」を皆で共感する。 わらず，球技そのものを楽しむこと

○ 整列，挨拶，後片付けを行う。 の大切さを理解させる。
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４． 実践の結果

（１）単元終了後に生徒に行ったアンケート結果（被検者 34名）

（２）参観していただいた方からのご意見

Ⅵ 仮説の検証（中間検証）

教科研究仮説について，次の点について検証する。

『今ある力』で運動の魅力や特性に触れることで，

単元全体で何を学ぶかが見通せるようになる。

上記４の実践結果（１）に示した単元終了後の生徒に行ったアンケート結果からすると，「今ある力」

で球技に取り組むことで，その魅力や特性を理解することは出来ると考えられる。しかし，単元全体を見

通して何を学ぶかや学習の見通しを持つことも出来るとは言えないと考える。

単元全体で何を学ぶかや見通しを持つためには，上記４の実践結果（２）に示した授業参観者からの意

見にあるように「今日学習するのは何々だ。」という具合に，単元全体の見通しを持たせつつ，本時で学

習することを焦点化させなければならないと考える。

以上のことからすると，「今ある力」で運動の魅力や特性に触れることで，単元全体で何を学ぶかが見

通せるようになるとは言い難い，と現段階（中間検証）では考えている。

Ｑ１．今の自分達の力でゴール型球技の単元を学習した際に，ゴール型球技の魅力や特性を理解

することができたか。

はい… 32人（94％） いいえ…０人（０％） どちらともいえない…２人（6％）
Ｑ２．今の自分達の力でゴール型球技の単元を学習した際に，単元全体で何を身に付けるべきか

を見通すことができたか。

はい… 15 人（44 ％） いいえ… 8 人（24 ％） どちらともいえない… 11 人（32 ％）

○単元はひとつのまとまりである。前の単元がどのように生かされていたかや中学１・２年時の単

元を含め，３年間の見通しがある中で，その単元を学習することも大切である。

○生徒が自主的に学習していた。ゲームを楽しむという要素が入っていたからであろう。これが『新

しい学び方』か。このような考え方に発想を変化できるかが大切である。

○「何が楽しいか」というと「良い相手とゲームをすること」である。逆に捉えれば，「自分達は相

手にとっての良い相手」となっているか。「良い相手になろう」という考え方。ソーシャルスキル

（市民性）的な発想である。

○課題を焦点化する大切さ。ひとつの単元の中で，この部分を強調するのは□□時間目と言うふう

にする。

○球技に人間関係が反映される。共感的な人間関係の形成は生徒指導的にも有効である。市民とし

て学びに向かう人間性は，育成したい資質・能力につながる。

○楽しさを見つめるということは，「結果重視」と「プロセス重視」とがある。

○ひとつの単元の中で，今日学習するのは，「この技能」や「この知識」というふうに絞り込む大切

さ。そうすると思考・判断なども焦点化される。
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Ⅶ 成果と課題

本年度中期までの研究を通して次のような成果が得られた。

（１）「今ある力」で運動に取り組むことで，その運動の

魅力や特性を理解することは出来る，ということが

分かったこと。

（２）「今ある力」で運動に取り組むことだけでは，その

運動種目の単元で学ぶべき事が分かったり，見通し

を持つことは難しいということが分かったこと。

＜授業実践の様子＞

Ⅷ おわりに

昨年度は，「次期学習指導要領での各教科の方向性【中学校保健体育科】～「体育・保健体育，健康・安

全ワーキンググループにおける審議の取りまとめ～」等を読み深めること等に努めた。今年度は，授業実践

を通して深めていきたいと考えている。その際，保健体育科教師としての最も大切な役割は，「基礎的な運

動能力の向上」や「健康な生活に対する知識と理解」，「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成」

に務めることに他ならないことを忘れずに，授業実践を行い続けたいと考えている。
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